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 はじめに
今
こん
敏
さとし
（1963-2010）は日本のアニメーション監督である。武蔵野美術大学在
学中の 1984 年に「ヤングマガジン・ちばてつや賞」最優秀新人賞を受賞し漫
画家デビューを果たした後、漫画家としての活動と並行しながら、『老人 Z』
（1990）、『走れメロス』（1991）、『MEMORIES ／彼女の想いで』（1995）など
のアニメーション作品の制作に参加。『パーフェクトブルー』（1998）で初監督
を務め、以後『千年女優』（2002）、『東京ゴッドファーザーズ』（2003）、『パプ
リカ』（2006）などのアニメーション映画を発表する。また、2004 年には TV
アニメーション『妄想代理人』の総監督を務めた他、2007 年には NHKの企
画「アニ＊クリ 15」において一分間の短編アニメーション『オハヨウ』を発
表。2010 年、膵臓癌のため 46歳で逝去した。
今敏のアニメーションに対する日本国内の評価は高く、2001 年には宮崎駿
『千と千尋の神隠し』（2001）と同時に『千年女優』が文化庁メディア芸術祭ア
ニメーション部門大賞を受賞している。にもかかわらず、日本における今敏の
名の一般的な認知度は高くないのが現状である。
宮崎駿（1941-）は国内外で最も広く認知されているアニメーション監督で
あり、2013 年 7 月に公開されたアニメーション映画『風立ちぬ』が 2013 年公
開の映画としては最高の興行収入を得たことも「宮崎アニメ」の人気を裏付け
る出来事だったといえるだろう1。また、このことは日本の他のアニメーショ
ン監督と比較した際の宮崎の圧倒的な存在感を物語ってもいる。日本国内にお
いて、宮崎と他のアニメーション監督との知名度の格差は大きなものとなって
いる。富野由悠季（1941-）や押井守（1951-）、そして今敏といったようなア
ニメーション監督の名前を耳にしたことがない者であっても、宮崎駿の名前は
そのほとんどが知っている。日本のアニメーション市場では、宮崎の独壇場と
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でも呼ぶべき状況が長らく続いている。
英語圏においても、やはり宮崎の存在感は圧倒的であるようだ。しかし興味
深いことに、英語圏では、宮崎に次ぐ存在として日本語圏以上に今敏が注目を
浴びているという特徴が見て取れる。「ニューヨーク・タイムズ」紙は「長老」
（elder statesman）宮崎駿よりも新しい世代の筆頭として今敏の名前を挙げて
いる2。「ニューズウィーク」誌は、今敏を「宮崎駿以来の最も才気ある監督」
と呼んだ3。映画情報サイト「カミングスーン」（Comingsoon.net）は、これま
で『AKIRA』（1988）の大友克洋や『千と千尋の神隠し』の宮崎駿のような一
握りのアニメーション監督にしか馴染みがなかった「アメリカのほとんどの主
流の観客」（most mainstream American audiences）たちの間で今敏が多大な
支持を得ていることを伝えている4。このように、少なからぬメディアが今敏
を賞賛する記事を載せている。事実、英語圏ではすでに今敏を扱った研究書
『今敏 ザ・イリュージョニスト』（SATOSHI KON :the Illusionist）が刊行さ
れている他、「メカデミア」（Mechademia）、「アニメーション」（Animation :
An Interdisciplinary Journal）といった学術雑誌や、『シネマ・アニメ』（Cine-
ma Anime）、『ジャパニーズ・ビジュアル・カルチャー』（Japanese Visual Cul-
ture :Explorations in the World of Manga and Anime）などの論集に今敏を扱っ
た論文が掲載されており、今敏はアニメーション研究の分野で大きく取り扱わ
れる監督となっている。他方、日本国内においては『KONʼS TONE「千年女
優」への道』（晶文社、2002.9）、『キネ旬ムック プラスマッドハウス① 今
敏』（キネマ旬報社、2007.8）、『今 敏アニメ全仕事』（G.B.、2011.6）など、
エッセイやムック本の充実とは裏腹に、学術的な研究成果が限られたものしか
存在せず5、今敏のアニメーションに関する研究は、日本語圏以上に英語圏に
おいてより活発に行われているといえよう。
この背景には、今敏の海外での輝かしい受賞歴があると考えられる。監督デ
ビューを果たした『パーフェクトブルー』のファンタエイジア t97（カナダ）
におけるグランプリ獲得を皮切りに、同映画でファンタスポルト〔ポルト国際
映画祭〕t98 ベストアニメーション賞（ポルトガル）、Bムービー・フィルム・
フェスティバル 2000長編アニメ部門賞（アメリカ）、『千年女優』でファンタ
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エイジア t02最優秀アニメーション作品賞、同芸術的革新賞、第 33回シッチ
ェス映画祭最優秀アジア映画作品賞（スペイン）、『東京ゴッドファーザーズ』
で第 24回ベルギー国際アニメーションフェスティバルプリベ TV映画賞、第
36回シッチェス国際カタルニヤ映画祭最優秀アニメーション映画観客賞、フ
ューチャーフィルムフェスティバル 2004プラチナ大賞（イタリア）、『パプリ
カ』でファンタスポルト 2007批評家賞、モントリオール・フェスティバル・
オブ・ニュー・シネマ観客賞、そしてニューポート・ビーチ・フィルム・フェ
スティバルアニメ部門「映画作家としての傑出した業績に対する表彰」（アメ
リカ）と、4 本の映画で実に 12 もの賞を海外で受賞しているのだ6。これら
は、今敏が日本国外で広く認知されていることの証左であるといえるだろう。
このように、グローバルな評価を獲得している今敏だが、日本において英語
圏の研究が参照されることはほとんどなかった。これは今敏研究に限ったこと
ではなく、少なくとも日本において日本語で発表された（広義の）文学テクス
トを研究する際、海外における研究動向を視野に入れる研究者はそれほど多く
はない。日本国内で今敏のテクストの研究が進んでいない事情からも、国外に
おける議論を視野に入れることは有益であろう。そして、日本国内と英語圏で
のテクストの受容における振幅を照らしだすことは、今後の今敏研究において
新たな視座を獲得することにつながると期待できる。
2013 年に発表された「マンガ・アニメーション研究マッピング・プロジェ
クト 報告書」は、マンガ・アニメーション研究のガイドラインを提示する試
みであったが、同報告書では研究のための参考文献として日本語圏の出版物に
加えて英語圏の出版物も紹介されており、今後はさらにそれ以外の言語圏の資
料も視野に入れていくと述べられている7。このように、マンガ・アニメーシ
ョン研究の分野ではすでに国内外の研究を視野に入れることが当然となりつつ
ある。本稿もまた、英語圏における研究動向の紹介を通じて、今敏研究のより
広い視野を提示することを目指している。
以下本稿では、2013 年?月までにアニメーションを扱う英語圏の主要な学
術 誌 ; 誌（Animation: An Interdisciplinary Journal, Animation Journal,
Animation Studies, Mechademia）及び英語圏の書籍上で発表された今敏につ
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いての学術論文、研究書を時系列順に取り上げ、抜粋を記し、該当箇所の日本
語訳を併記していく。
2-1 実写映画の文脈での受容
スーザン・ネイピア（Susan Napier）の「「あなた、誰なの？」――今敏作
品におけるパフォーマンス、視線、女性」（ggExcuse Me, Who Are You?l:
Performance, the Gaze, and the Female in theWorks of KON Satoshil）は、も
っとも早い段階で発表された今敏についての学術論文の一つである8。タフツ
大学教授であるネイピアは、日本でも『現代日本のアニメ――『AKIRA』か
ら『千と千尋の神隠し』まで』（中央公論新社、2002.11)9で知られるアニメー
ション研究者である。同論文の中でネイピアは、今敏のアニメーション映画が
従来のアニメーションとは区別されて受容されており、他のアニメーション監
督との比較よりむしろ実写映画の監督との比較で語られていることを指摘した
上で、特にヒッチコックとの共通性が見られることなどを論じている。以下は
ネイピアの論文において今敏と実写映画、そしてヒッチコックとの比較につい
て触れられている部分の抜粋である。
[...]Konʼs oeuvre (which at this point consists of three films, the television
series Paranoia Agent, and the screenplay for the Magnetic Rose sequence in
Ōtomoʼs Memories) is very different from most of conventional anime in which
the narratives often fall into the science fiction, fantasy, or comic romance
genres, and the visuals―especially the depictions of human characters―tend
toward whatmight be calledgAnimelstyle (e.g.,multicolored hair, huge eyes,
and simply drawn faces). Critics have noted Konʼs three-dimensional
characters, complex plotting, and fascination with playing with cinematic
conventions in a self-reflexive manner, all of which, as Time Asia notes,
gexpand the boundaries of the [animated] medium.lOther commentators,
rather than compare him to other anime greats such as Miyazaki Hayao or
Oshii Mamoru, have chosen instead to discuss his work in relation to such live
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action auteurs as David Lynch, David Fincher, Bryan Singer, or Alfred
Hitchcock.（p.24）
For, in the case of both directors, it is their female characters―beautiful or
grotesque, vulnerable or dangerous―who are of major importance in each
directorʼs work.（p.25）
The enigmatic female character who leads men into danger and illusion is
familiar to us from such Hitchcock works as Vertigo and Rebecca.（p.27）
Especially in Tokyo Godfathers, Konʼs approach, compared to such American
directors as Hitchcock or Lynch, may seem sentimental or at least romantic.
But, in comparison to American directors, it may also be seen as suggesting
new directions in treating such issues as memory, materiality, and the tension
between male and female.（p.41）
ほとんどの従来のアニメーションが、しばしば SF やファンタジー、あるい
は喜劇的なロマンスに陥ってしまい、そして外観が――特に人間の登場人物の
描写において――「アニメ」スタイル（色とりどりの髪、巨大な目、単純化し
て描かれた顔）と呼ばれる傾向にあるのに対し、今敏のアニメーション（三本
の映画と TV シリーズ『妄想代理人』、そして脚本を担当した『彼女の想い
で』（大友克洋の『MEMORIES』所収））はそれらとは大きく異なっている。
批評家たちは、今敏の三次元的な登場人物たちや複雑な筋、そして自己投影的
な方法という映画の慣例を演じることの魅力について、「タイム・アジア」が
指摘するように「アニメーションというメディアの境界を広げている」と論じ
ている10。また、宮崎駿や押井守といったアニメーションの巨匠たちとではな
く、むしろデヴィッド・リンチ（1946-）やデヴィッド・フィンチャー
（1962-）、ブライアン・シンガー（1965-）、そしてアルフレッド・ヒッチコッ
ク（1899-1980）ら実写の分野の映像作家たちとの関係の中で論じられること
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もある。（p.24）
両方の監督（訳者注――今敏とヒッチコック）についていえば、彼らが描く
女性登場人物――彼女らは美しく、あるいはグロテスクで、傷つきやすく、あ
るいは危険である――は彼らの作品のなかで特に重要である。（p.25）
このような、男たちを危険や幻想へと導く謎めいた女性登場人物は、『めま
い』（1958）や『レベッカ』（1940）といったヒッチコックの作品で我々が見慣
れたものである。（p.27）
特に『東京ゴッドファーザーズ』において、今敏のアプローチは、ヒッチコ
ックやリンチのそれに比べ感傷的に、あるいは、少なくともロマンティックに
見えるかもしれない。しかし、アメリカの監督と比較して、今敏は記憶の問題
や実在性の問題、男と女の間の緊張関係の問題を扱う新たな演出方法を示して
いるようにも見られる。（p.41）
2-2 『千年女優』にみられるオタク的想像力
2008 年には、メレク・オタバーシ（Melek Ortabasi）が「オタク幻想とし
ての国家の歴史――今敏『千年女優』」（gNational History as Otaku Fantasy
―Satoshi Konʼs Millennium Actressl）において、「オタク」の文脈から『千年
女優』を読み解く試みを行っている11。オタバーシはカナダのサイモンフレー
ザー大学の准教授であり、近代文学、映画、理論、翻訳演習を教えるが、特に
日本文学と文化を専門とする。同論文は多くのページをオタクに関する言説の
整理に割いており、日本においてオタクの社会的イメージがどのように形作ら
れていったか、そしてオタクをめぐる言説がいかに展開されてきたかという議
論を踏まえた上で、『千年女優』に見受けられるオタク的な想像力について、
村上隆のスーパーフラット論に触れながら述べている。
同論文が扱う『千年女優』の概要は次の通りである。往年の大女優・藤原千
代子は、女優業を引退し、現在は隠居生活を送っている。彼女が所属していた
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映画会社「銀映」の撮影所の解体の際、千代子の熱烈なファンにして映像制作
会社社長の立花源也は、千代子の半生を辿るドキュメンタリーの制作を計画す
る。カメラマンの井田とともに千代子のもとを訪れた立花だったが、インタビ
ューを続けていくうちに、彼らは千代子の実人生と映画のストーリーとが入り
混じった千代子の語りの中に巻き込まれていく。
オタバーシによれば、無数の実際の出来事と架空の映画を一つの物語に凝縮
して日本の文化史を再構成しようとする『千年女優』の語りには、興味の対象
に関連する品物を大量に蒐集し、また対象をカメラにおさめることで所有しよ
うとするようなオタク的な欲望が含まれている。以下、この点について論じら
れている部分を抜粋する。
[...]Suddenly, we realize that we are watching a movie within a movie when
we find ourselves in a dark, cramped room, videotapes stacked floor to ceiling,
focused instead on a middle-aged man gazing raptly at a flickering close-up of
the beautiful young actress. The place turned out to be Genyaʼs editing room,
which we find out when his assistant, abruptly turns on the lights, but at first it
clearly recalls the press photo of TsutomuMiyazakiʼs room and its suggestion of
quiet madness.
Furthermore, Genyaʼs adoration of Chiyoko is clearly in line with Hiroshi
Aoyagiʼs description of standardgidol otakulbehavior. Genya has seen all of
Chiyokoʼsmoviesmany times and now wishes tomake his own documentary of
her life. Thegritualized actlof collecting paraphernalia associated with
particular idol (in this case, video footage) marks Genya as a typical idol otaku,
who expresses his worship through fanatic consumption (Aoyagi 2005,
205-206). For this visually oriented otaku, the only way to possess his idol is to
capture her on film himself, especially as she is clearly out of his league as a
romantic or sexual partner. In this way, his project is perhaps not so very
different from that of the pop-idol otaku whogpublish their own newsletters
and magazines as ways of exposing their knowledge about, and their dedication
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to, their idolsl(Aoyagi 2005, 205).（p.284）
[...] Like its otaku character, the film too collects images, relying on its
viewerʼs knowledge of Japanese film history in order to give those visual
elements their meaning.（p.288）
[...]Certainly, Millennium Actress brings together a number of disparate
media onto a single plane,gflatteninglthem into a series of two-dimensional
moving images.（p.291）
[...] Millennium Actress puts the emphasis on how national culture is
produced, rather than nation itself.（p.292）
I would argue that Millennium Actress does seek to rewrite aggrand
narrativelin the way that Ōtsuka suggests―but not that of national history.
The discourse addressed by Millennium Actress is rather the traditional
hierarchy of visual media and their roles in representing history. [...]By its
otaku-like incorporation and reimagination of earlier visual media in Japan,
especially cinema, I would argue that the film actually redefines the relationship
of those media to the history they represent. Millennium Actress asserts that
anime is no subcultural medium, subordinate to film, but is rather the rightful
heir to that tradition of recording and (re) creating cultural and national
history.（p.292）
暗く窮屈で、天井までビデオテープが積み上がった部屋にいることに気付
き、若く美しい女優のちらつくクローズアップをうっとりと見つめている中年
男性に焦点を当てた時、突然、私たちは、自分たちが映画の中で映画を見てい
ることを認識する。彼の助手が不意に明かりをつけた時、そこが彼の編集室だ
ったとわかる。しかしはじめに、その部屋は宮崎勤の部屋の報道写真と、それ
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が暗示する静かな狂気を明確に思い起こさせる。
さらに、源也の千代子に対する崇拝は、明らかにアオヤギ・ヒロシが定義す
る標準的な「アイドルオタク」の態度に則したものである12。彼は藤原千代子
のすべての映画を何度も見て、今は千代子の半生についてのドキュメンタリー
を作ろうとしている。特定のアイドルを連想させるグッズ（この場合、ビデオ
フィルム）の収集という「儀式化された行為」は、源也が熱狂的な消費を通し
て彼の信仰を表現するような、典型的なアイドルオタクであることを示してい
る。この視覚志向のオタクにとって、アイドルを――特に、彼女を自分の恋愛
の、あるいは性的なパートナーといった関係から明確に外れた存在として――
所有する唯一の方法は、彼女を自分自身のフィルムに収めるということなの
だ。この意味において、彼の企画はおそらく「アイドルについての自分たちの
知識と献身を披露する方法として彼ら自身のニュースレターと雑誌を発行す
る」ポップアイドルオタクの行動とそれほど違わない。（p.284）
このようなオタク的な登場人物のように、この映画もまた、視覚的要素に意
味を与えるため、日本の映画の歴史にまつわる観客の知識に依拠したイメージ
を集めている。（p.288）
明らかに、『千年女優』は、多くの異なったメディアを一続きの二次元の動
画に「平面化」することで一つの水準にまとめている。（p.291）
『千年女優』はいかに国家が作られたかというより、むしろ国家の文化がい
かにして作られたかという部分に重点を置いている。（p.292）
私は、『千年女優』が、国家の歴史ではなく、大塚英志が提唱する「大きな
物語」を書き換えようとしているのだと主張したい13。『千年女優』によって
語られているのは、むしろ視覚メディアの伝統的なヒエラルキーと、それらの
歴史を表象するという役割である。特に映画という日本における初期の視覚メ
ディアのオタク的な結合と再想像によって、事実、映画はメディアとそれが表
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象した歴史との関係を再定義している。『千年女優』が主張しているのは、ア
ニメーションがサブカルチャー的なメディアでも映画に対して劣ったメディア
でもなく、むしろ文化的／国家的な歴史を記録／（再）創造する伝統の正当な
後継者だということである。（p.292）
2-3 日本社会の「過酷な現実」
『今敏 ザ・イリュージョニスト』（Satoshi Kon: the Illusionist）は、2009
年に出版された今敏についての研究書である14。著者のアンドリュー・オズモ
ンド（Andrew Osmond）は映画とアニメーションを専門とするイギリスのフ
リージャーナリストで、著書に『Bfi フィルムクラシックス 千と千尋の神隠
し』（Spirited Away（Bfi Film Classics）（2008））、『長編アニメーション映画
100』（100 Animated Feature Films（Bfi Screen Guides）（2011））などがある。
漫画家時代を経てアニメーションに携わるまでの今敏「前史」から始まる本書
は、『パーフェクトブルー』から『パプリカ』までの、今敏が監督を務めた 5
作品について詳細に論じた労作である。インタビューを中心に今敏の演出意図
を述べていく作業が中心となっているが、著者録り下ろしのインタビューも多
く含み、資料的価値は高い。本書を通してオズモンドが指摘する今敏の作家性
とは、以下の抜粋にあるように、実写作品との親和性、そして「過酷な現実」
（harsh reality）を描く点である。
His films to date are unfailingly distinctive, often confusing, constantly
surprising―and one of the surprise is how familiar they can feel to non-
Japanese film fans. Perfect Blue, for example, is a psycho-thriller, paralleling the
metaphysical themes of Alfred Hitchcock and the set-piece splatter of Dario
Argento. Millennium Actress borrows the trappings of Japanese cinema, but
with the emotional beats of a Disney fairy tale and the metastory layerings of
Terry Gilliam, a director whom Kon acknowledges as a deep influence.
The humor in Tokyo Godfathers is funny-peculiar, but you donʼt have to be
Japanese to laugh or cry at it. (In particular, British TV fans may find
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something very familiar in a hard-edged, soft-hearted comedy about social
underdogs.) The ever-changing TV series Paranoia Agent has myriad points of
contact: Hitchcock again, David Fincher, Load of the Flies, the Sandman comic,
Twin Peaks, Stephen King, and thatʼs just for starters. Paprika kicks off with
jokes about James Bond and Audrey Hepburn, before becoming a crazy dream
fantasy with shades of films such as Being John Markovich, Brainstorm, and
ever Nightmare on Elm Street.（p.7-8）
In Tokyo Godfathers, we see Tokyoʼs youth beating up the dispossessed―a
grim image, inspired by reports of real attacks on Tokyoʼs homeless. Instead of
filtering and Disneyfying harsh reality, as animation is stereotypically supposed
to do, Kon renders it on screen loud and clear.（p.8）
Tokyo Godfathers is Konʼs funniest film, and his most bleakly topical. The
scene where Gin is beaten up by youths looking for fun was taken directly from
contemporary headlines. So is a flashback where the schoolgirlMiyuki stabs her
father in a family row. The scene would have touched a particular nerve. [...]
Youth violence would move to center-stage in Konʼs next anime, Paranoia
Agent.（p.60）
But of course Tokyo Godfathers’ big subject is homelessness. The film
premiered in New York, at the Big Apple Anime Fest in August 2003.
According to Kon, New Yorkers told him they were surprised to learn Japan
had homeless people.（p.60）
現在までの彼（訳者注――今敏）の映画はいつも変わらず独特で、しばしば
観客を混乱させ、絶え間なく驚かせる。そして驚きのうちの一つは、いかにし
て彼の映画が日本国外の映画ファンによく知られているのかということであ
る。たとえば、サイコスリラーである『パーフェクトブルー』は、ヒッチコッ
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クの抽象的なテーマやダリオ・アルジェント（1940-）のスプラッター映画と
相似している。『千年女優』は、日本映画の装飾を取り入れているが、感情を
あおるディズニーのおとぎばなしの手法や、今敏が強く影響を受けた監督とし
て知られるテリー・ギリアム（1972-）のメタストーリーの階層構造も借用し
ている。
『東京ゴッドファーザーズ』のユーモアは独特だが、それに関して泣いたり
笑ったりするために日本人である必要はない。（とりわけ、イギリスのファン
は社会的弱者についての、現実を厳しく描いた心の温まるコメディに強い親し
みを感じるかもしれない。）変転極まりない TVシリーズ『妄想代理人』もま
た、先述したヒッチコックしかり、デヴィッド・フィンチャー、『蝿の王』
（1962、1990）、『サンドマン』の漫画（1988-1996）、『ツイン・ピークス』
（1990-1991）、スティーヴン・キング（1947-）への無数の接点が挙げられる。
『パプリカ』はジェームズ・ボンドシリーズ（1954-）とオードリー・ヘップ
バーン（1929-1993）のジョークで始まるが、『マルコヴィッチの穴』（1999）
や『ブレインストーム』（1983）、さらには『エルム街の悪夢』（1984）のよう
な映画を思い出させる狂った夢のファンタジーへと変わっていく。（p.7-8）
『東京ゴッドファーザーズ』において、我々は東京の少年たちがホームレス
を叩きのめすというおそろしい映像を目にするが、これは東京で実際に起こっ
たホームレスへの襲撃から取材したものだ。今敏は、普通のアニメーションが
そうするように無情な現実をフィルタリングしたりディズニー化させたりはせ
ず、代わりにそれを大声ではっきりとスクリーン上に提示する。（p.8）
『東京ゴッドファーザーズ』は今敏のもっともおもしろおかしい映画である
と同時に、もっとも暗く時事的な映画である。ギンが暇を持て余した少年たち
に暴行されるシーンは、当時のニュースから直接引用されている。女子高生の
ミユキが家族喧嘩の際に父を刺してしまうという回想も同様である。そのシー
ンは、特に神経にさわったことだろう。（…）今敏の次のアニメーション、『妄
想代理人』では、若者の暴力は物語の中心に据えられることとなった。（p.60）
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しかしもちろん、『東京ゴッドファーザーズ』のもっとも大きな主題はホー
ムレスである。この映画は 2003 年 8 月にニューヨークのビッグアップルアニ
メフェスティバルで初公開されたが、今敏によれば、ニューヨーカーたちは東
京にホームレスがgいるlことを知って驚いたのだという。（p.60）
2-4 ハイパーメディア社会におけるハイパー消費主義
｢メカデミア」（Mechademia）は 2006 年からミネソタ大学出版部が発行し
ている学術誌であり、日本のマンガ、アニメーション、ゲームなどのポップカ
ルチャーを対象としている。2010 年に発行された第 5 号には、今敏に関する
論文が 2本掲載されているので紹介したい。まず一つ目はジェラルド・フィガ
ル（Gerald Figal）の「今敏『妄想代理人』における怪物的なメディアと惑わ
された消費」（gMonstrous Media and Delusional Consumption in Kon Satoshiʼs
Paranoia Agentl）である15。フィガルは米ヴァンダービルト大学の准教授で
あり、歴史と日本文化が専門である。
この論文が扱う TVシリーズ『妄想代理人』は、精神的に追い詰められた
人々ばかりを襲う通り魔「少年バット」にまつわる噂を軸に展開していき、一
話ごとに主人公が入れ替わる特殊な構成となっている。各話の主人公たちは皆
ストレスにさらされた人物であり、その状況からの逃避を望んでいる。各エピ
ソードの最後でそれぞれの主人公が少年バットの被害者となる、というのが
『妄想代理人』において繰り返されるパターンであり、被害者たちは少年バッ
トの襲撃によって負傷するのだが、同時にその襲撃によって重圧から解放さ
れ、安堵してもいる。少年バットは人々の噂の中でディティールが追加されて
いくにつれて怪物じみた容貌に変わっていき、ついには黒い液状の物体となっ
て街を飲み込んでしまう。終盤、少年バットの正体は、第一話の主人公であ
り、人気キャラクター「マロミ」のデザイナーでもある鷺月子が、責任から逃
れるために作りだした妄想だということが明かされる。
同論文の中でフィガルは『妄想代理人』が描いたメディアによって形成され
ていく大衆心理に触れ、戦後日本の消費文化についての、さらには戦争責任か
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ら目を背けてきた日本人の心性にまで議論を発展させていく。以下、それらの
事柄について述べている箇所を抜粋する。
[...]As the series progresses, Shōnen Batto transforms into an increasingly
monstrous shape, first through rumors and media hype and then ingrealityl
by feeding on peopleʼs anxieties and desires for escape. [...]While the origin of
Shōnen Batto is revealed to have been a young girlʼs inability to take
responsibility for her actions out of embarrassment and fear of punishment, the
social conditions under which her present actions trigger Shōnen Battoʼs
assaults and metamorphosis point to the monster as something beyond a mere
mass-psychological projection of stress made manifest. Media itself attains
monstrous proportions, feeding and fed by a hollow hyperconsumerism, a
consumerism for the sake of consuming.
Iʼd like to read Paranoia Agent as working through the unexpected and
monstrous transformations that mass-mediated consumer capitalism effects on
social relations and individual agency, turning consumers into what we might
call otaku manqué―obsessivegfanslof media products without the attendant
specialized knowledge of them or active engagement in them. [...]This vision of
a kind of otakuization of society through media and consumption differs from
the usual emphasis on the obsessive otaku inhabiting semiautonomousgislands
in spacelcarved out by self-consciously attained media-based knowledge of
specialized subjects. Rather, these consumer-fans, by dint of their unreflective
and generalized but no less obsessive―in a word, delusional―relationship to
media and media consumables, drown in an undifferentiated mass (culture).
（p.139-140）
[...]The real threat is thus not the personal anxiety that conjures up Shōnen
Batto but rather whatmight be called the social narcolepsy and narcissism that
media-drivenmass consumerism produces in contemporary Japan, according to
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the critique Kon seems to be staging (ironically) in this anime.[...]If otaku are
viewed (positively or negatively) as social monsters living on island of self-
absorption apart from society, consumers as otaku manqué are social monsters
living on islands of self-absorption within society, which comes across in
Paranoia Agent as a much more dangerous threat.（p.141）
[...]Not until Tsukiko gives up the lie (she drops her Maromi plush toy,which
transforms into her puppy) and takes responsibility for her puppyʼs death
through an apology while enveloped in the ooze does it stop laying waste to the
city. Ikari then emerges from the wreckage and says provocatively as he
surveys the damage:gThis is just like right after the war,lsuddenly raising
the issues of Japanʼs war responsibility and victim consciousness, as well as
suggesting the role of postwar consumerism in occluding an honest recognition
of the past upon which present affluence has grown.（p.154）
[...]The Maromi-Shōnen Battomonster encouragesgsleepl(or unconscious-
ness or even death), wheregsleeplis a figure of disengagement from the
reality of adult society and the responsibilities that it entails. The result is a
narcoleptic state where one falls down or is beaten down asleep. As the ending
of Paranoia Agent suggests, this mass-produced monster deforms self and
societal development, producing and reproducing another monster that can be
seen as the spawn of Shōnen Batto (monstrousmedia) andMaromi (delusional
consumption)―a society of otaku manquē, the result of the mass production of
otaku but lacking the aura of the original.（p.155）
シリーズが進むにつれ、初めは噂やメディアの集中的な報道を通して、さら
には人々の不安を煽り、脱出願望を満たすような「現実」において、少年バッ
トは徐々に怪物じみた形に変わっていく。（…）少年バットの起源が幼い少女
が困惑と処罰への恐怖から離れて彼女の行動の責任をとることができないこと
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であったことが明らかになったとき、少年バットの襲撃と変化を引き起こした
現在の彼女の行動の下にある社会状況は、怪物を目に見えるような単なるスト
レスの大衆心理的な投影を超えたものとして示している。メディアそのものは
空虚なハイパー消費主義（消費行動のための消費主義）をもたらし、またもた
らされたので、メディアは怪物的な規模に達したのだ。
私は、マスメディア化された消費資本主義は消費者をいわゆる「オタクもど
き」（otaku manqué）――メディア製品の執着的な「ファン」でありながら専
門知識を持たず、あるいは積極的な関わりを持たない者――という存在に変え
る、このような社会関係や個々の機関に影響を与えるような予期せぬ怪物的な
変化の作用として、『妄想代理人』を読み解きたい。執着的なオタクはたいて
い、メディアに裏付けられた専門的な主題に関する知識を自覚的に集めること
によって、半自律的に作られた「島宇宙」（訳者注――同じ価値観を持ったも
のだけで場を作ること）に住むと強調されるが、メディアと消費を通じた、社
会のオタク化とも呼ぶべきこの展望は、それとは異なる。むしろ彼らは、未分
化な大衆（文化）に溺れた、メディアとメディア消費に対する関係が一般的で
はあるが、たしかに強迫観念的（一言でいえば妄想的）なものと特徴付けられ
るような、消費愛好者なのだ。（P.139-140）
本当に恐ろしいのは少年バットを呼び起こしてしまうような個人的な不安で
はなく、むしろいわゆる社会的睡眠発作とナルシシズムだ。今敏がこのアニメ
で（アイロニカルに）実現しているようにみえる批評によれば、それらは現代
日本においてメディアに駆動された大量消費主義が生み出したものである。
（…）もしオタクが（肯定的にせよ否定的にせよ）社会から離れた自己陶酔の
島に住む社会的な怪物だとみなされるのなら、「オタクもどき」としての消費
者は社会の内部にある自己陶酔の島に住む社会的な怪物だ。そしてこのこと
は、『妄想代理人』においてより危険な脅威という印象を我々に与える。（p.
141）
この物体（訳者注――少年バットが変化した黒い液状の物体）に包まれてい
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る間に、月子が嘘を放棄し（彼女は自分のマロミのぬいぐるみを落とし、その
ぬいぐるみは彼女の子犬に変わる）、謝罪を通して子犬の死に対し彼女が責任
を認めたことで、そのどろどろしたものは都市の破壊をやめる。猪狩（訳者注
――少年バットの事件を追っていた刑事）は残骸から現れ、その惨状を見渡し
ながら言う。「まるで戦後じゃねえか。」このセリフは、過去と誠実に向き合う
ことから目をそむけて現在の繁栄を築いてきた戦後の消費社会の機能を示唆す
るのみならず、日本の戦争責任と被害者意識の問題を突然浮上させる。（p.
154）
マロミと少年バットが合体した怪物は、「眠り」を（あるいは無意識を、ま
たは死さえをも）促す。「眠り」は大人の社会や課せられた責任という現実か
らの解放の比喩である。その結果として、ある者は倒れ、ある者は叩きのめさ
れて眠るような睡眠発作状態に陥る。『妄想代理人』のエンディングが暗示し
ているように、この大量生産された怪物は、自らの姿と社会の進展を変形させ
るゆえに、少年バット（怪物的なメディア）とマロミ（妄想の消費）の落とし
子と見受けられる別の怪物を生産／再生産する。この別の怪物こそが「オタク
もどき」による社会であり、それはオリジナルのアウラを欠いたオタクの大量
生産の結果である。（p.155）
2-5 オタク的な登場人物の機能
同じ号の「メカデミア」に発表されたもう一本の今敏に関する論文が、ケリ
ン・オッグ（Kerin Ogg）の「正気の夢、間違った目覚め――今敏作品におけ
るファンの姿」（gLucid Dreams, False Awakenings: Figures of the Fan in Kon
Satoshil）である16。オッグは米ウェイン州立大学のティーチングスタッフ
（Graduate Teaching Assistant）であり、同論文の中でオッグは今敏が描くオ
タク的な登場人物に焦点を当てている。オッグによれば、今敏のアニメーショ
ンは実写映画への関心と愛着に満ちているが、その一方で亀井という典型的な
「太り過ぎで眼鏡をかけたオタク」（overweight, bespectacled otaku）を登場さ
せ、またアニメーション制作を芸術的な仕事というよりむしろ「流れ作業の非
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人間的な仕事」（an assembly line process, impersonalwork）として描くなど、
アニメーションを否定的に扱う傾向がある。同論文は、今敏のアニメーション
に登場するオタク的キャラクターの役割について掘り下げていく。以下、今敏
のテクストにおけるオタクの性質について述べられた部分を抜粋する。
[...]his films are intimately engaged with the medium, often depicting the
filmmaking process or commenting on our relationship to the movies as both
individual viewers and participants in movie culture.（p.158）
If the references in Paprika were love letters, the references in Paranoia
Agent are letter bombs, any thrill of recognition quickly short-circuited by
Kameiʼs disturbing behavior.（p.160）
Even the Greek choruses in Perfect Blue and Paranoia Agent that critique the
viewing/consumption habits of others pointedly refrain from examining their
own, which, as Susan Napier points out, have the very same disturbing
implications.（p.161）
[...]Whenwe explore the apparent contradiction that emerges in Konʼsworks
between the all-but-unquestioned good of live-action cinephilia and the
wretched excesses of any other form of otakudom, we find a number of
surprising things, chiefly a tendency to flatten expected hierarchies of artistic
value rather than support them and a critique of hardcore fans that forces us to
ask what function such negative portrayals of otakumight ultimately serve.（p.
161-162）
[...]modern man is saturated by and exists through media; his mental
landscape is a pastiche ofmovies, ancientmyths, literature, television programs,
memes, and images. Not merely an adjunct to human existence that we
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consume, stories also consume us, populating themind and structuring our very
interface with memory and reality.（p.163）
[...] In the first, he has Sagi give only a rough outline of Shōnen Batʼs
appearance. [...]In the second part, other key visual qualities like Shōnen Batʼs
dress, strange smile, and the bend in his bat are added―but not Sagi. Instead,
the figureʼs evolution from dark, featureless form to the finalized Shōnen Bat
juxtaposes each new detail with an ordinary, anonymous person saying they
gheard thatlSagiʼs assailant looked like X or does Y.（p.163-164）
Far from being passive consumers, then, the public actively shapes and
refines the very notion of Shōnen Bat, completely repurposing the figure to fit
their needs.（p.164）
[...]Contrary to the stereotype of the geek possessing stores of useless trivia,
Konʼs fan characters often provide the key information, insights, and eye-
opening new perspectives needed to resolve the plot. We could point to the
gossiping housewives of Tokyo Godfathers and Paranoia Agent, or Papurika’s
Dr. Tokita (he of thegfreakishmasturbationl).Who is it but Chiyokoʼs biggest
fan who presents her with the literal key to unlock her memories?
But mobilizing those kinds of insights in other contexts requires, obviously,
awareness that there are other contexts.（p.169）
The tendency of Konʼs plots to hinge on knowledge only otaku could
produce/synthesize might therefore be understood as indicating these blind
spots in the social edifice,mirroring Azumaʼs point that, while otakumay not be
more self-consciously aware of shifts and changes in the zeitgeist, they do
gmost sensitively [register]lthem.（p.171）
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今敏の映画はメディアと密接に関わっており、しばしば映画製作の工程を描
き、また、個別の観客や映画文化への参加者の両者としてのわたしたちと映画
との関係性について言及している。（p.158）
『パプリカ』における引用がラヴレターだとするなら、『妄想代理人』におけ
る引用は手紙爆弾であり、どのような認識の知的興奮も亀井（訳者注――『妄
想代理人』に登場する美少女フィギュアオタク）の不穏な振る舞いによって即
座に中断される。（p.160）
『パーフェクトブルー』や『妄想代理人』において、他人の視聴習慣や消費
習慣を注釈するグリークコーラス（訳者注――ギリシャ古典劇での演技で、注
釈する役者の一団の意味。ここでは口々に批評を行う登場人物たちのことか）
でさえ、明白に自分たち自身を棚に上げており、スーザン・ネイピアが指摘す
るように、同じように不穏な示唆を含んでいる17。（p.161）
今敏のアニメーションにおいて、ほとんど受け容れられた実写映画の愛好者
の長所と、オタクたちの不快で行き過ぎた行為の間に現れる明らかな矛盾を私
たちが探求するとき、私たちは多くの驚くべきことを発見する。まず第一に、
芸術的価値の期待されたヒエラルキーを支えることよりむしろ平面化する傾向
であり、そしてオタクの否定的な肖像が究極的に果たしている機能とは何なの
かと我々に尋ねさせることを強制する熱烈なファンの批評である。（p.161-
162）
近代人はメディアに浸されていると同時にメディアを通して存在している。
彼らの精神風景は映画や太古の神話、文学、TV番組、ミーム（訳者注――生
物の遺伝子のような再現・模倣を繰り返して受け継がれていく社会習慣・文
化）、そしてイメージの寄せ集めである。この場合、物語は我々が消費するよ
うな単なる人間存在の付属物ではなく、物語もまた我々を消費し、心に住みつ
き、我々の記憶と現実の接点さえをも構築するのだ。（p.163）
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最初、少年バットの姿は鷺月子によって簡単な輪郭が提示されているにすぎ
なかった。第二段階では、服装や奇妙な笑顔、彼のバットの湾曲といったよう
な少年バットにまつわる他の重要な視覚的な特質が加えられていくが、それは
鷺によってではない。その代わりに、暗くて特色のない形から完成形の少年バ
ットへの進化は、それぞれの新たな特徴と、鷺の襲撃を Xのように見えた…
とか Yした…と「そのように聞いた」と普通で無名の人々が言っていたこと
を並列している。（p.163-164）
そして、受動的な消費者であるどころか、大衆はその姿を彼らのニーズに合
うように完全に適合することで、まさに少年バットの概念を積極的に形成し、
洗練させていく。（p.164）
役に立たない雑学を蓄積しているようなオタクの固定観念とは反対に、今敏
の描くファンのキャラクターたちは、しばしばプロットを解明するために必要
な、鍵となる情報や見識、そして眼を見張るような新しい展望を与える。『東
京ゴッドファーザーズ』や『妄想代理人』の噂好きの主婦たちや『パプリカ』
の時田博士がそうだといえるだろう。『千年女優』において文字通り記憶の扉
を開くための文字通りの鍵を千代子に渡した彼女の大ファンは誰だっただろう
か。
しかしそういった種類の見識を他の文脈に動員するには、明らかにそこには
違う文脈があるのだという自覚が必要となる。（p.169）
オタクだけが生み出す／合成することができるような知識によって決まる今
敏のプロットの傾向は、オタクが時代思潮の変化により自覚的ということでは
なく、彼らが「ほとんど神経過敏に（自動的に）」行っているという東浩紀の
指摘を反映した、複雑な社会組織の死角を示唆するものとして理解されるだろ
う18。（p.171）
海外文献紹介 167
2-6 「夢」のような叙述と「フェミニン・ジャーニー」
2 章の最後に、張晏榕（Yen-Jung Chang）の「今敏『千年女優』――夢の
様な特性によるフェミニン・ジャーニー」（gSatoshiKonʼsMillennium Actress:
A Feminine Journey with Dream-Like Qualitiesl）を紹介したい19。張は台湾
出身のアニメーターであり、アニメーションの理論と実践領域の研究者であ
る。現在、国立台南大学大学院アニメーション／マルチメディアデザイン専攻
科助理教授を努めている。論文の中で張は、『千年女優』が夢の構造を用いた
演出方法で語られていること、そして「フェミニン・ジャーニー」の枠組みが
用いられていることを指摘する。以下、『千年女優』の方法論および「フェミ
ニン・ジャーニー」について触れられている箇所を抜粋する。
[...] the boundary between reality and the fantasies of the characters is
usually blurred and interwoven with the progress of the story. Jumps often
occur between scenes to emphasize the changes in the charactersʼ states of
mind, consciousness, or memories. The narrative discontinuity is similar to that
with which fragments are constructed in our dreams.
Millennium Actress (2001) is an animated feature that I consider the peak of
such aÙdream-liketstyle of storytelling among Konʼs works.（p.86）
[...]Konʼs use of cinematography in his animated works,which are explored in
this article, is comparable to that of a number of film directors. Ingmar Bergman
credited dreams as part of the subject in film production. Bergman, Federico
Fellini, and Akira Kurosawa produced films that are described asÙdream-liket.
（p.86）
[...] (Millennium Actress) proposes characteristics of dreaming that have
correspondent methods of representation in the filmʼs narrative of a feminine
journey.（p.86）
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[...] Emotion as a driving force of dream content is also purported in
HartmannʼsÙDreams: The contemporary theoryt(2007). The basic notion of
theory is that, in dreaming, the neural system of our brains makes connections
more broadly and more loosely than inwaking. [...]In dreaming, our brains seek
to connect experiences in our memories with similar emotions that we
encounter in our daily lives. Although we do not we experience dominant
emotion in every dream, dreams that impress us most are often those in which
we experience dominant emotions.（p.88）
[...] I believe that the discontinuity in the chronological setting and the
coherence of the protagonistʼs single dominant emotion creates an impression of
a dream-like quality.（p88）
[...]Chiyoko Fujiwaraʼs lifetime journey, that is, a feminine journey, which is
viewed in relation to the collective unconscious proposed by Jung（Snowden
2006）（p.88-89）
[...]Both examples (引用者注――Margaret Atwoodʼs Surfacing (1972), and
Hong KingstonʼsTheWomenWarrior (1975)) show that the heroines gain self-
awareness or self-affirmation through the spiritual quest of acceptance of their
past, as in Surfacing, or through the social quest in overcoming alienation from
society, as in The Women Warrior.（p.90）
In Millennium Actress, [...]the entire story can be understood as the journey
of Chiyokoʼs whole life. Comparing her story to theÙmonomythtstructure
proposed by Campbell, her journey consist of the first two phases in the
structure. [...]Based on theÙmonomythtstructure, Donaldson (1987) demon-
strates that in aÙfeminine journeyt, the heroine moves from humility or self-
denial to self affirmation. In her journey, Chiyoko also experiences a similar
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transition in the filmʼs conclusion.（p.91）
[...]Psychoanalytic explanations of bizarreness argue that theÙdreamworkt
in Freudʼs theory disguised our hidden wishes through mechanisms such
symbolization, condensation, and displacement. These mechanisms have visual
equivalents in Millennium Actress.（p.91-92）
[...]A number of unique transitions, especially thematch-on-actions that jump
between different historical scenes, enhance the cognitive features of
bizarreness. The match-on-action isÙa continuity cut that splices two different
views of the same action together at the samemoment in themovement, which
makes it seem uninterruptedt(Bordwell and Thompson, 2004: 503). This
seemingly uninterrupted continuitymakes these dream-like scenes seem to run
smoothly and reduce logical reasoning.（p.95）
[...]From a Jungian perspective, the whole storyline can be regarded as a
Ùfeminine journeytwith aÙmonomythtstructure that consists of separation
to initiation phases. Her acknowledgement of the obsession with her endless
pursuit and self-affirmation in the last shot of the film completes herÙFeminine
journeyt, which has transpersonal and collective implications, possibly in Japan.
The dream-like impression in the emotion-laden journey may originate from
bizarreness, which is similar to that which occurs in dream scenarios.（p.96）
登場人物たちの現実とファンタジーの間の境界線は、常に物語の進行によっ
てかすみ、織り合わされる。登場人物たちの精神状態の変化、意識の変化、記
憶の変化を強調するため、しばしばシーンの間で跳躍が生じる。こうした語り
の非連続性は我々の夢の中で断片がそれとともに構築されることに相似してい
る。
『千年女優』は、今敏の作品の中で「夢のような」物語の手法がもっともよ
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く現れていると考えられる長編アニメーション映画である。（p.86）
この論文が扱うような、アニメーション作品における今敏のシネマトロジー
（映画的手法）の使用は、多くの映画監督のそれと同等である。イングマー
ル・ベルイマンは、夢を映画製作の主題の一部であると記している。ベルイマ
ン、フェデリコ・フェリーニ、そして黒澤明は「夢のような」と言える映画を
製作している。（p.86）
『千年女優』は、「フェミニン・ジャーニー」の映画の語りに対応した表現方
法を持つ、夢の特性を提案する。（p.86）
夢を駆動させる力としての感情についても、ハートマン（Hartman）が
『Dreams: The contemporary theory』の中で論じている。理論についての基本
的な概念は次のようになっている。夢を見ている間、我々の脳の神経組織は覚
醒時と比較してより広くよりゆるやかなつながりを作る。（…）夢を見ている
間、我々の脳は、我々が日々の生活の中で出会うものと似たような感情を用い
て我々の記憶の中の経験につながろうとする。我々は全ての夢で支配的な感情
を経験するわけではないにもかかわらず、我々に強い印象を与える夢はしばし
ば我々に支配的な感情を経験させる20。（p.88）
そのような時系列的な不連続性と、主人公の一つの支配的な感情が一貫して
いることが夢のような印象を作っているのだと考えられる。（p.88）
藤原千代子の人生の旅路はユングによって提唱された「フェミニン・ジャー
ニー」であり、集合的無意識との関連から見ることができる21。（p.88-89）
両方の例（訳者注――マーガレット・アトウッドの小説『サーフェシング』
（Margaret Atwoodʼs Surfacing）（1972）とホン・キングストンの回顧録『ウ
ィメン・ウォーリアー』（Hong Kingstonʼs The Women Warrior）（1975））に
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は、過去を受け入れるという精神的な探求や、社会からの疎外を乗り越えるこ
とを通じて、自己認識と自己肯定を獲得するヒロインが登場する。（p.90）
『千年女優』では、（…）物語全体を千代子の全人生をかけた旅として考える
ことができる。彼女の物語をキャンベルの提唱した「英雄の旅」（monomyth）
の構造と比較すると、彼女の旅は初めのふたつの段階（別離とイニシエーショ
ン）で構成されている。（…）ドナルドソンは「英雄の旅」を基にしてヒロイ
ンが卑下する態度や自己否定から自己肯定へと変化する「フェミニン・ジャー
ニー」という概念を示した22。旅の中で、千代子もまた同じような変化を映画
の結末で経験する。（p.91）
奇妙さについての精神分析学の説明は、フロイトの理論における「夢の仕
事」が象徴化や凝縮、置き換えといった仕組みを通した、我々の願望を偽装し
ていると主張する。この仕組みと同じことが、『千年女優』の視覚の同質さに
ついても言える。（p.91-92）
多くの独特な変化は――特に異なった歴史上の場面の間を跳躍するような動
作上の接続（match-on-action）は――奇妙さという認識的特徴を強調する。
動作上の接続とは「同じ動きを持つ異なった二つの風景を運動によって同じ瞬
間に結び付けることで、切れ目なくつながっているように見せる連続するカッ
トである｣23。この見かけ上途切れないコンティニュイティは、これら夢のよ
うなシーンをスムーズに見せ、論理的な理由づけを減らしている。（p.95）
ユング派の立場から、『千年女優』のストーリー全体は、別離とイニシエー
ションの段階によって構成された神話的構造による「フェミニン・ジャー
ニー」と見なすことができる。彼女の終わりのない追求への執着に関しての自
覚と、映画の最後の場面での自己肯定は彼女の「フェミニン・ジャーニー」を
完成させる。この「フェミニン・ジャーニー」には、日本において起こりそう
な、超個人的で集合的な暗示が含まれている。感情を積み込んだ旅の夢の様な
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印象は、夢のシナリオの中で起こることと似たような奇妙さによって生じるよ
うだ。（p.96）
 おわりに
以上、英語圏における今敏の研究動向を紹介してきたが、ここには大きく分
けて 2つの特色が見られる。
まず、英語圏の観客は今敏の物語世界を架空のものとしてではなく、日本の
社会状況を色濃く反映したものとして受容する傾向が強い。『東京ゴッドフ
ァーザーズ』で描かれた若者の暴力（ホームレス狩り、家族内での殺傷事件）
が実際の事件からの引用であることを指摘するオズモンドや、『妄想代理人』
における過去の忘却を日本の戦後責任の問題と結びつけたフィガルがそうであ
るといえる。また、オタクに関する言及が多いことも特徴的であり、『パーフ
ェクトブルー』に登場するファンの男性を「典型的なオタク」（typically ner-
dy looking otaku（geeks））と指摘したネイピアをはじめ、『千年女優』の物語
構造にオタク的な欲望との親近性を見出すオタバーシ、『パーフェクトブルー』
に登場するアイドルオタク「ミーマニア」が現代日本における怪物、すなわち
狂気じみたオタクを示しているように見える（Me-Mania seems to manifest a
modern Japanese bogey-man, the maniacal supernerd）と述べたオズモンド、
『妄想代理人』をテクストにオタクと消費文化を結びつけたフィガル、メディ
アが供給するフィクションを模倣しようとするオタクの性質を今敏のテクスト
から抽出したオッグと、今回紹介した 6人のうち 5人が論の中でオタクについ
て言及している。彼らは今敏のテクストにおいて、現代の日本社会を象徴する
存在としてオタクを眼差しているようだ。
そして、実写映画やドラマからの引用についての言及が多いことも特徴であ
る。2章で紹介した以外にも、以下に示すように多くの点で今敏のアニメーシ
ョンと実写映画／ドラマとの関連が指摘されていた。『パーフェクトブルー』
については、ネイピアが『オトラントの城』（1979）、『汚名』（1946）との関連
について言及している他、オズモンドは『タクシードライバー』（1976）、スー
パー戦隊シリーズ（1975-）、『レモニー・スニケットの世にも不幸せな物語』
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（2004）、『サイコ』（1960）、『スローターハウス 5』（1972）、『レクイエム・フ
ォー・ア・ドリーム』（2000）、『ファウンテン 永遠につづく愛』（2006）、『羊
たちの沈黙』（1990）、『ミザリー』（1990）、『サスペリア』（1977）との関連を
指摘している。『千年女優』について、ネイピアはキューブリック
（1928-1999）、『汚名』（1946）、『ダイヤル M を廻せ！』（1954）、『蜘蛛巣城』
（1957）を、オタバーシは『2001 年宇宙の旅』（1968）、『おしん』（1983-
1984）、高峰秀子（1924-2010）、小津安二郎（1903-1963）、原節子（1920-）、
『君の名は』（1953）を、オズモンドはバスター・キートン（1895-1966）、『羅
生門』（1950）、アジアの武侠映画、『座頭市』シリーズ（1962-）、『鞍馬天狗』
シリーズ（1969-）、『無法松の一生』（1943）、『二十四の瞳』（1954）、『カサブ
ランカ』（1942）、『トラック野郎』シリーズ（1975-1979）、『ゴジラ』（1954）、
グレタ・ガルボ（1905-1990）、『東京物語』（1953）、『山の音』（1954）、『フィ
ッシャー・キング』（1991）を、張は『8 1/2』（1963）、『夢』（1990）を引用元
として挙げている。『東京ゴッドファーザーズ』に関しては、オズモンドによ
って『フランケンシュタイン』（ジェイムズ・ホエール版、1931）、『トランス
アメリカ』（2005）、『クリスマス・キャロル』（1951、他）、『バベル』（2006）、
『ロスト・イン・トランスレーション』（2003）、キーストン・コップスのコメ
ディ（1912-1917）、『三人の名付け親』（1948）、『恵みの光』（1919）、『ヘル
ズ・ヒーローズ』（1930）、『ゴッドチャイルド』（1974）、『スリーメン＆ベ
ビー』（1987）、『赤ちゃんに乾杯！』（1986）、『時計じかけのオレンジ』（1972）
が関連テクストとして挙げられている。『妄想代理人』については、オズモン
ドが『ファイトクラブ』（1999）、『バットマン』（1966）、『ツイン・ピークス』
（1990-1992）、『Xファイル』（1993-2002）、『トワイライト・ゾーン』（1959）、
『ザ・ウォルトンズ』（1963）、『ザ・ケアテイカー』（1963）との結びつきを指
摘している。『パプリカ』における引用元としては、オズモンドは『ナルニア
国物語』（2005）、『ローズマリーの赤ちゃん』（1968）、『ターザン』、『007 ロ
シアより愛をこめて』（1963）、『ローマの休日』（1953）、バスビー・バーク
レーのミュージカル、『ブレードランナー』（1982）、『羊たちの沈黙』（1990）、
『西遊記』シリーズ（1978-1980）、黒澤明（1910-1998）、『ドリームスケープ』
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（1984）、『スタートレック：ディープ・スペース・ナイン』（1993-1999）を挙
げている。このように、ヒッチコックをはじめとする実写映画の文脈で受容さ
れていることが、今敏の日本国外で高い評価を受けている一因であると考えら
れる。
今敏は多くの場面で「日本では実写に比べアニメが低い文化に見られる」状
況を危惧する発言をしてきたが24、英語圏の研究動向からは、そのような状況
を今敏自らが打破しつつあったことがうかがえる。実写映画の観客を射程に収
めたアニメーションを作ったことで、今敏は日本製アニメーションの評価の可
能性を示したといえるのではないだろうか。
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